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去
っ
た
３
月
26
日
、谷
茶
区
民
が
待
ち
望

ん
で
い
た「
谷
茶
前
節
」歌
碑
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
谷
茶
前
節
の
由
来
は
、首
里
王
府
の
奉
行

巡
視
の
際
に
恩
納
番
所
よ
り
、そ
の
歓
迎
と

慰
労
を
兼
ね
た
催
し
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　
谷
茶
区
に
は
豊
年
村
芝
居
が
な
く
、若
者

達
は
何
を
披
露
し
た
ら
良
い
か
考
え
つ
か
な

か
っ
た
。

　
そ
こ
で「
日
頃
、海
で
漁
を
し
て
い
る
様
子

と
、ア
ン
グ
ヮ
ー
タ
ー（
若
い
娘
た
ち
）が
、魚

を
売
り
歩
く
言
葉
を
歌
に
し
、そ
れ
に
節
を

つ
け
て
踊
る
以
外
に
な
い
。物
笑
い
に
さ
れ
よ

う
が
、お
叱
り
を
受
け
よ
う
が
踊
っ
て
み
よ

う
。」と
、披
露
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
型
破
り
な
出
し
物
は
奉
行
を
は
じ
め
、多

く
の
見
物
人
を
驚
か
せ
、喜
ば
せ
た
と
い
う
。

そ
の
時
の
歌
が「
谷
茶
前
節
」で
あ
る
。

　
除
幕
式
で
は
、区
内
に
伝
わ
る
昔
な
が
ら

の「
谷
茶
前
節
」を
、青
年
会
よ
り
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　「
今
後
も
、歌
と
踊
り
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
、後
世
へ
継
承
し
て
参
り
ま
す
。」と
の

谷
茶
区
長
の
コ
メ
ン
ト
で
し
た
。

　
海
や
砂
浜
が一望
で
き
る
素
晴
ら
し
い
景

観
に
立
つ
歌
碑
の
見
学
に
、ぜ
ひ一度
は
足
を

運
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

協
力
　石
川
　 要 

　区
長

担
当
　當
山
　達
彦
　  

　



議　会　だ　よ　り 2第132号（平成29年5月19日）

おんな村の家計簿
平成29年度

おんな村の家計簿
平成29年度

おんな村の家計簿
平成29年度

むらのサイフ　⇔ 　中身はこんな

【安心安全】な村 づくり主な事業

『
何
処
』か
ら
も
ら
う
の
？『
何
に
』つ
か
う
の
？

『
何
処
』か
ら
も
ら
う
の
？『
何
に
』つ
か
う
の
？

『
何
処
』か
ら
も
ら
う
の
？『
何
に
』つ
か
う
の
？

126億8,255万3千円126億8,255万3千円126億8,255万3千円

☆使いみち☆

☆収入源☆

名　　　称 歳出（千円） 説　　　　明
1,206,005
836,625
433,437
3,331,990
552,841
1,253,100
1,615,086
86,855
87,675
30,300

9,433,914

村職員の給与などにかかるお金です。
福祉や医療、生活保護、障害者支援などにかかるお金です。 
借金の返済にあてるお金です。
道路、ダム、学校など、基盤整備に使うお金です。
特別会計などに繰出すお金です。（国民健康保険・下水道事業など） 
電気代や水道代、電話代や郵便代、委託料などに使うお金です。 
消防組合や、中部北環（ごみ焼却）組合などに対する負担金です。
公共施設の維持管理に使うお金です。 
いろいろな基金への積立金です。

人 件 費
扶 助 費
公 債 費
普通建設事業等
繰 出 金
物 件 費
補 助 費 等
維 持 修 繕 費
積 立 金
そ の 他
合 計

　よく「村は財政が豊かでしょ」と聞こえますが、実は地方交付税に頼っている『むら』なんです。私のサイフ（村
の財源）は、親からの仕送り（国からの地方交付税等）で成り立っているんだ！！自主財源５２．1％の内、軍用地料に
よる収入が約４割を占めているんだよ。もし、なかったら！！

名　　　称

自 

主 

財 

源

依 

存 

財 

源

歳入（千円）

52.1％

47.9％

説　　　　明
1,808,731
1,458,985
485,529
169,404
988,551
1,940,872
1,150,000
737,908
363,534
330,400
9,433,914

軍用地料、キャンプ・ハンセンなどからの収入です。
みなさんが納める税金です。（村民税、固定資産税・軽自動車税など）
村事業に係る費用の一部を受益者が負担するお金です。
村の施設を利用する際に支払うお金です。
村の貯金を取り崩して使うお金です。
使い道が国に決められたお金です。（特定目的以外に使えないお金）
財政力の弱い自治体に国が交付する自由に使えるお金です。
使い道が県に決められたお金です。（特定目的以外に使えないお金）
消費税やガソリン税などから配分されたお金です。
村が財源不足のために銀行などから借金するお金です。

財 産 収 入
村 税
分担金・負担金
使用料・手数料
繰 入 金 な ど
国 庫 支 出 金
地 方 交 付 税
県 支 出 金
地 方 消 費 税
村 の 借 入 金
合 計

　役場では、新年度が始まる前に、どれくらいの収入があって、行政サービスをどの様に行うのか計画し、費用を
見積もり、その内容をまとめたものが新年度予算です。
　その予算を３月定例議会で審議し、予算を決めます。

【　一　般　会　計　】

前年度比　18.2％　増
94億3,391万4千円

【水道事業特別会計】

前年度比　4.3％　増
7億1,044万2千円

【下水道事業特別会計】

前年度比　25.6％　減
5億2,553万円

【国民健康保険特別会計】

前年度比　0.7％　減
19億1,772万円

【後期高齢者医療特別会計】

前年度比　7.0％　増
9,494万 7千円

担当　外間　勝嘉

過去最高額
!!

議　会　だ　よ　り3 （平成29年5月19日）第132号

平成29年度事業の抜粋
※他にも、多数の事業があります

事業費　　２億1,020万9千円冨着区多目的施設整備事業

　冨着区が長年待ち望んでいた公民館の建設が
スタートし、今年度で完成します。
　地域の行事や伝統芸能等をとおして区民が交流
を深め、楽しく・生き甲斐のある地域づくりを形成
するため、利用者が安心・快適に利用できる施設整
備を目的とした事業です。

村補助金　　7,244万3千円災害に強い栽培施設整備事業

　沖縄北部花卉園芸組合を対象に、農家の経営安
定、国際競争に打ち勝つための経営者・後継者育
成につながる事業です。
　アレカヤシ３農家で１，372坪、小菊６農家で２，
613坪の栽培施設を整備します。

事業費　　2,633万2千円勢高排水路整備事業用地取得総合支援業務

　恩納区から南恩納区にかけて流れている「勢高
排水路」を改修するための事業です。
　河川の氾濫によって大規模な浸水被害が発生
し、地域の生活環境を脅かしていた河川の改修工
事に向けて、用地購入事業がスタートします。

事業費　　5,279万3千円恩納村観光誘客・おもてなし推進事業

　恩納村の観光資源を活用し、観光プロモーションに
より誘客に繋げ、本村へ訪れた方々への満足度を上げ
る事業です。
　内容として①美ら海花火大会、②旅の案内人配置
事業、③観光ナビマップの改定です。
　今年度より新規事業として「サンセットビーチフェス
タ」を実施し、世界に誇れる観光地として、おもてなし
するための事業です。

整備予定の平張ハウス

冨着多目的施設完成イメージ

第2回美ら海花火大会の模様

恩納校グラウンド側から恩納区に向けて
撮影した勢高排水路



議　会　だ　よ　り 4第132号（平成29年5月19日）

質
疑
　昨
年
１２
月
定
例
会
に
お
い
て
、陳
情
を

採
択
し
た
が
基
本
計
画
策
定
に
つ
い
て
地

域
と
の
調
整
の
進
歩
状
況
は
。

答
弁

　地
域
の
要
望
と
整
合
性
を
取
り
な
が

ら
用
域
変
更
な
ど
、解
決
す
べ
き
課
題
が
あ

る
。

　
　計
画
の
前
段
と
し
て
検
討
調
査
業
務
を

行
な
って
、万
座
毛
や
、そ
の一帯
の
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
る
開
発
計
画
を
策
定
し
、地
域

や
地
主
会
に
も
説
明
会
を
開
催
す
る
。

質
疑

　事
業
費
と
し
て
５
千
万
円
を
計
上
し

て
い
る
が
、ふ
る
さ
と
納
税
額
が
想
定
よ
り

も
減
っ
た
場
合
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
検
討
し

た
か
。

　
　そ
れ
と
、今
後
、地
場
産
業
の
育
成
に
つ

な
が
る
返
礼
品
の
開
発
を
行
な
う
の
か
。

答
弁

　人
件
費
、広
報
費
等
に
変
動
は
な
い

が
、返
礼
品
に
つ
い
て
は
件
数
に
変
動
し
て
、

経
費
は
増
減
す
る
の
で
リ
ス
ク
は
回
避
で
き

る
。今
後
、返
礼
品
の
開
発
に
つ
い
て
投
資
リ

ス
ク
等
が
な
い
よ
う
、村
、広
告
代
理
店
、委

託
先
等（
商
工
会
）と
協
議
し
、本
村
の
地
場

産
業
の
育
成
に
つ
な
が
る
よ
う
実
施
し
た
い
。

質
問
　ど
の
よ
う
な
事
業
計
画
か
。

答
弁
　県
よ
り
屋
嘉
田
潟
原
流
域
が
、赤
土
流

出
重
要
監
視
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お

り
、３
年
か
け
て
農
地
周
辺
に
ク
ワ
ン
草
、竜

の
髭
、サ
ン
ニ
ン
等
を
植
え
て
、グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
帯
を
設
け
る
。

　
　農
地
か
ら
の
赤
土
流
出
防
止
に
取
り
組

む
事
業
で
、一括
交
付
金
活
用
の
1
0
0
%

補
助
事
業
で
す
。

平成29年度一般会計 予算特別委員会審議
　
恩
納
村
議
会
３
月
定
例
会
は
、３
月
６
日
か
ら
22
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、議
長
及
び
議
会
選
出
監
査
員
を
除
く
14
名
で

構
成
さ
れ
た
予
算
特
別
委
員
会
で
、平
成
29
年
度
予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
新
た
な
事
業
が
多
数
あ
り
、費
用
対
効
果
や
昨
年
度
の
精
査
も
踏
ま
え
、慎
重
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、委
員
長
報
告
書
の
中
か
ら一部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

恩
納
村
通
信
所
跡
地
利
用
計

画
の
現
状
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
寄
付

金
業
務
代
行
事
業
に
つ
い
て

赤
土
等
流
出
防
止
営
農
対
策

促
進
事
業
つ
い
て

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

議　会　だ　よ　り5 （平成29年5月19日）第132号

委
員
長
　
又
吉
　
薫

【
委
員
会
意
見
】

平成29年度一般会計抜粋

　
予
算
特
別
委
員
会
の
意
見
と
し
て
今

定
例
会
の
予
算
審
議
の
中
で
、委
員
よ
り

予
算
修
正
の
声
も
聞
こ
え
た
。

　
委
員
会
も
決
議
責
任
が
あ
り
、真
剣
に

審
議
し
て
い
る
。

　
当
局
に
お
か
れ
て
も
、予
算
編
成
の
段

階
で
、積
算
根
拠
に
つ
い
て
精
査
し
、議

会
に
は
そ
の
根
拠
と
な
る
資
料
で
納
得
の

出
来
る
説
明
を
し
て
頂
く
こ
と
を
お
願
い

し
、委
員
会
の
報
告
と
し
ま
す
。

質
問
　ど
の
よ
う
な
事
業
計
画
か
。

答
弁
　
以
前
か
ら
、村
と
し
て
公
園
計
画
が
あ

り
ま
し
た
。前
兼
久
漁
港
内
の
村
単
独
用
地

の一部
に
、駐
車
場
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
２
面
、

遊
具
等
を
完
備
し
た
公
園
の
基
本
図
を
平

成
29
年
度
で
作
成
す
る
も
の
で
す
。

　
　
今
後
、事
業
メ
二
ュ
ー
を
検
討
し
、平
成
31

年
度
ま
で
に
は
完
成
し
た
い
。

質
疑
　再
編
交
付
金
に
代
わ
る
、今
後
の
財
源

確
保
は
。

答
弁
　現
在
は
、村
単
費
で
計
上
し
て
い
る
。社

会
資
本
整
備
事
業
と
し
て
予
定
で
あ
る
が
、

県
の
予
算
状
況
は
厳
し
く
、可
能
で
あ
れ
ば

９
条
交
付
金
等
を
活
用
す
る
こ
と
で
、早
く

事
業
実
施
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

質
疑
　ど
の
よ
う
な
事
業
計
画
か
。

答
弁
　委
託
料
は
、学
校
校
舎
建
設
の
実
施
設

計
と
外
構
の
実
施
設
計
、公
有
財
産
購
入
費

は
校
舎
建
築
に
伴
う
用
地
購
入
費
な
ど
、す

べ
て
中
学
校
統
合
関
連
の
も
の
で
、総
事
業

費
5
億
8
千
万
円
で
す
。

質
疑

　今
後
、給
食
費
無
料
化
に
向
け
て
、検

討
も
行
な
っ
て
い
る
か

答
弁

　子
育
て
支
援
、多
子
世
帯
へ
の
支
援
に

つ
い
て
教
育
委
員
会
で
は
協
議
さ
れ
て
お
り
、

財
源
が
伴
う
も
の
な
の
で
、調
整
し
て
検
討

し
た
い
。

前
兼
久
漁
港
内
公
園
施
設
計

画
図
面
作
成
に
つ
い
て

名
嘉
真
川
橋
梁
整
備
実
施
計

画
業
務
に
つ
い
て

学
校
建
設
費
に
つ
い
て

学
校
給
食
賄
材
料
費
に
つ
い
て

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

用
語
解
説

【
再
編
交
付
金
と
は
】

　平
成
19
年
度
の
在
日
米
軍
再
編
に
よ
る
陸

上
自
衛
隊
の
キ
ャ
ン
プ・ハ
ン
セ
ン
共
同
使
用
の

受
け
入
れ
に
よ
り
、金
武
町・宜
野
座
村・恩
納

村
に
10
年
間
交
付
さ
れ
た
。

　住
民
生
活
の
利
便
性
向
上
や
産
業
の
振
興
に

寄
与
す
る
事
業
等
に
活
用
さ
れ
た
。

【
９
条
交
付
金
と
は
】

　ジ
ェッ
ト
機
が
離
着
陸
す
る
飛
行
場
や
砲
撃

等
が
お
こ
な
わ
れ
る
演
習
場
等
の
周
辺
で
、生

活
環
境
や
地
域
開
発
に
影
響
を
受
け
る
市
町

村
に
交
付
さ
れ
る
。

　交
通・産
業・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン・社
会
福
祉

施
設
等
の
公
共
施
設
の
整
備
に
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

担
当
　
外
間
　
勝
嘉



議　会　だ　よ　り 6第132号（平成29年5月19日）

一 般 質 問一 般 質 問
Onna Village Assembly

第１回恩納村議会定例会　平成29年3月14〜15日

　議会だよりに掲載されている一般質問の内容は、会議録に基づいて各議員が1,100
字以内にまとめ、議会広報委員会が会議録で最終確認したものを掲載しております。

議会会議録は議会事務局、各字公民館でご覧いただけます。
また、村ホームページ（会議録）からも検索できます。

今回の質問項目
〔●は今回掲載された質問です〕

○超小型電気自動車の可能性

○高齢者等村民の移動手段への補助

○観光客への利便性と話題性

○旧国道周辺の再開発

○消防跡地及びその周辺の開発事業

○平成29年度施政方針の保険・医療・福祉

○児童生徒の生活習慣病

○商工・観光業の振興

○防災計画

○県民の森の利活用

P-10大　城　　 保　議員 A964－3841

○平成29年度の施政方針の中から、具体的に施

策を伺う

P-12佐渡山　明　議員 A966－2443

●指定管理（なかゆくい）

喜納　正誠　議員 A964－2580

P-9糸　数　　　昭　議員 A965-4052

施政方針より

○商工、観光業の振興

○行財政運営の充実

○教育行政

P-11大城　堅三　議員 A966-2393

○子育て環境

○観光振興

○文化財の保護と活用

P-13平良  幸夫　議員 A966－2974

●喜瀬武原墓地団地永代使用料の納付率と還付

率は

●喜瀬武原青年会館

○パインの生産振興

○恩納村農業青年クラブの再結成

○産地パワーアップ事業

●有害鳥獣駆除補助金交付規程

●外国人研修生の支援体制

○喜瀬武原冠水被害

●県道104号線の改修工事

○県道104号線から高速道路へのスマートイン

ターチェンジ

P-14外間  勝嘉　議員 A967－8380

○介護に係る諸問題

○教育行政

○商業的民泊・修学旅行民泊

○米軍用地の共同使用等

P-15

※掲載なし

吉山　盛次郎　議員 A965－0669

宮﨑　豊　議員 A966-2458

○総合計画（後期基本計画）

○「恩納村地域開発プロジェクト助言業務に関

する協定」

○ＰＦＩ事業導入の可能性

○平成29年度予算編成と中長期財政計画

又吉　薫　議員 A966-2911

P-7

P-8

議　会　だ　よ　り7

　
　
高
齢
者
の
移
動
手
段
、
観
光
客
の

足
と
し
て
、ま
た
多
く
の
村
民
の
足
と

し
て
、ク
リ
ー
ン
な
観
光
地
を
全
国
に
、

ま
た
世
界
・
ア
ジ
ア
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
手
段
と
し
て
電
気
自
動
車
、
超
小

型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
に
つ
い
て
の
可

能
性
を
伺
っ
て
参
り
ま
す
。

　
　
近
年
お
年
寄
り
が
加
害
者
に
な
る

交
通
事
故
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
今
月
施
行
の
改
正
道
路
交
通
法
で
、

75
歳
以
上
が
対
象
の
認
知
機
能
検
査

が
強
化
さ
れ
る
な
ど
、
お
年
寄
り
が

自
動
車
を
運
転
で
き
る
環
境
が
厳
し

く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
　
多
く
の
村
民
の
足
と
な
る
で
あ
ろ

う
、超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
導
入
す
る

計
画
。

　
　
福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　「ゆ
い
も
推
進
協
議
会
」
に
お
い
て
、

実
用
性
の
検
証
を
行
う
よ
う
で
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
を
見
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　観
光
関
連
業
者
へ
、
現
在
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
る
。率
先
し
て
、
実
証

実
験
に
加
わ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　高
齢
者
の
安
全
性
も
含
め
た
部
分

が
確
認
さ
れ
た
時
点
で
、購
入
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　環
境
に
も
優
し
い
ク
リ
ー
ン
な
乗

り
物
、
こ
れ
を
観
光
資
源
の一つ
と
捉

え
、美
し
い
海
と
コ
ラ
ボ
し
た
観
光
イ

メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　観
光
客
の
移
動
手
段
と
し
て
の
活

用
は
、
地
元
住
民
と
の
触
れ
合
い
を
含

め
、効
果
が
高
い
も
の
だ
と
思
って
お
り

ま
す
。

　
　安
全
対
策
を
含
め
て
、
そ
の
効
果
、

課
題
等
を
調
査
し
て
、
導
入
に
つ
き
ま

し
て
は
積
極
的
に
関
係
機
関
と
協
議

し
て
参
り
た
い
。

　
　自
転
車
専
用
レ
ー
ン
や
小
型
電
気

自
動
車
が
安
心
し
て
走
れ
る
工
夫
、

或
い
は
思
い
切
っ
て一方
通
行
を
考
え

て
み
る
。

　
　
交
通
量
の
減
少
に
よ
る
悪
影
響
を
、

逆
手
に
と
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　お
ん
な
サ
ン
セ
ッ
ト
海
道
は
夕
日
の

綺
麗
な
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
と
し
て
、

ピ
ー
ア
ー
ル
、
ま
た
は
強
化
し
て
い
く

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
恩

納
村
への
誘
客
や
地
域
活
性
化
に
向
け

た
各
種
事
業
を
展
開
し
て
参
り
た
い
。

　
　消
防
署
跡
地
利
用
、
道
路
沿
い
だ

け
開
発
さ
れ
て
、
隣
接
す
る
奥
に
土

地
を
所
有
す
る
皆
さ
ん
は
困
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　
こ
こ
を
村
が
買
い
上
げ
る
か
、或
い

は
借
地
し
、
こ
の
地
形
を
う
ま
く
利

用
し
て
の
大
型
バ
ス
駐
車
場
も
可
能

で
は
な
い
か
。

　
　
そ
の一角
に
、
今
回
提
案
し
て
い
る

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
、
産
業
ま
つ
り

に
も
展
示
さ
れ
て
い
た
電
動
カ
ー
ト
、

マ
イ
ク
ロ
Ｅ
Ｖ
車
、
こ
う
い
っ
た
駐
車

場
を
整
備
し
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
は

こ
れ
に
乗
り
換
え
て
、健
康
な
人
は
歩

い
て
も
い
い
。こ
う
い
う
ア
イ
デ
ア
如

何
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　恩
納
分
遣
所
の
跡
地
の
背
後
地
に

つ
き
ま
し
て
は
、村
と
し
て
も「
最
大
限
、

背
後
地
を
利
用
し
て
頂
き
た
い
」
と
、

希
望
し
て
お
り
ま
す
。

　
　超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
事
業
を
、
そ
こ

に
展
開
で
き
な
い
か
、
そ
れ
が
可
能
な

の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
私
も
本
部
町

で
見
学
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
　通
信
所
跡
地
や
ま
た
万
座
毛
周
辺

で
は
可
能
で
は
な
い
か
。今
後
、開
発
し

て
い
き
ま
す
事
業
者
の
方
々
に
提
案
し

て
参
り
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
　ま
た
、こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会
を
迎

え
ま
す
の
で
、
高
齢
者
や
交
通
手
段
が

不
便
な
方
々
に
、
い
ろ
ん
な
方
向
で
考

え
て
参
り
た
い
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆
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高
齢
者
等
村
民
の
移
動
手

段
へ
の
補
助

消
防
跡
地
及
び
そ
の
周
辺

の
開
発
事
業

旧
国
道
周
辺
の
再
開
発

観
光
客
へ
の
利
便
性
と
話

題
性

超
小
型
電
気
自
動
車
の
可

能
性

（平成29年5月19日）第132号

宮
﨑
　豊
　議
員



　
　
総
合
計
画（
基
本
計
画
）や
、
各
行

政
分
野
に
お
け
る
基
本
的
な
計
画
も

含
め
、
議
決
・
報
告
事
項
と
し
て
条

例
で
制
定
し
、
当
局
と
議
会
が
共
通

の
認
識
を
持
っ
て
初
め
て
協
調
体
制

も
構
築
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　議
会
と一緒
に
、
協
調
体
制
で
今
後

の
村
の
在
り
方
、
む
ら
づ
く
り
を
進
め

た
い
。

　
　前
期
基
本
計
画
の
達
成
状
況
、
実

施
事
業
の
評
価
実
施
事
業
の
評
価
を

踏
ま
え
て
、
後
期
計
画
は
作
成
さ
れ

た
の
か
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　各
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
評
価
シ
ー
ト

で
評
価
し
た
が「
計
画
ど
お
り
」が
、
約

70
％
、「
遅
れ
て
い
る
」、「
取
り
組
み
が

で
き
な
か
っ
た
」
が
30
％
と
な
って
い
ま

す
。

　
　前
期
と
後
期
の
整
合
性
は
前
期
計

画
が
ベ
ー
ス
で
、現
状
と
課
題
に
つ
い
て

検
討
し
、新
た
な
施
策
を
追
加
し
た
。

　
　外
部
人
材
の
活
用
が
、
村
の
活
性

化
や
経
済
成
長
、職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
組
織
の
活
性
化
に
繋
が
る
。そ
の

発
想
の
流
れ
に
期
待
し
、
質
問
を
進

め
ま
す
。

　
　
通
信
所
跡
地
と
万
座
毛
一体
開
発
、

公
庫
は
ど
う
関
わ
る
の
か
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　公
庫
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
企
画

の
段
階
か
ら
参
加
し
て
頂
き
た
い
。

　
　通
信
所
跡
地
と
万
座
毛
、
屋
嘉
田

潟
原
や
様
々
な
地
域
資
源
と「
地
域
づ

く
り
」と
し
て
、一体
的
な
計
画
に
と
考

え
る
。

　
　長
い
恩
納
村
、
北
は
県
民
の
森
を

核
に
し
、宇
加
地
の
サ
ン
エ
ー
保
有
地

を
活
用
し
、南
を
活
性
化
す
る
。

　
　
均
衡
あ
る
発
展
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
描
く
時
期
に
あ
る
。そ
の
辺
も

踏
ま
え
て
公
庫
と
の
連
携
事
業
の
展

開
も
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　現
時
点
で
は
、新
た
な
事
業
は
検
討

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　特
定
事
業
、
対
象
事
業
は
何
を
想

定
し
て
い
る
か
。村
内
企
業
の
参
入
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に

導
入
す
る
が
、
地
元
業
者
の
グ
ル
ー

プ
化
、
そ
の
他
ク
リ
ア
す
べ
き
問
題
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
方
式
の
複
雑
さ
も
踏
ま

え
、お
答
え
願
い
ま
す
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　村
営
住
宅
の
整
備
を
、
考
え
て
い
る
。

　
　国
は
、
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
、

技
術
力
活
用
を
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
村
内
企
業
側
の
理
解
や
問
題

解
決
に
向
け
、
勉
強
会
な
ど
考
え
て
い

る
。

　
　平
成
29
年
度
予
算
は
、
８
億
５
千

６
百
万
円
の
基
金
を
崩
し
、３
億
３
千

万
円
も
起
債
し
て
い
ま
す
。

　
　
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
も
作
成

さ
れ
、イ
ン
フ
ラ
整
備
資
金
は
多
く
な

る
。中
長
期
的
な
資
金
計
画
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
説
明
願
い
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　中
長
期
財
政
計
画
は
、
地
方
債
・

基
金
の
残
高
、歳
出
抑
制
に
目
標
値
を

設
定
し
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
と
の
連
動
、予
算
査
定
機
構
の
構
築

に
よ
り
、
目
標
値
の
達
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
　中
長
期
財
政
計
画
は
議
会
、村
民
へ

の
開
示
が
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
議
会
と
協
調
し
て
村
政
を
進
め
た

い
の
で
あ
れ
ば
、積
極
的
に
議
会
に
も

開
示
、説
明
さ
れ
た
ら
と
思
う
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　報
告
が
不
十
分
と
、
認
識
し
て
い
る
。

条
例
事
項
と
す
る
か
検
討
し
、随
時
議

会
に
報
告
し
て
い
く
よ
う
考
え
ま
す
。

　
　
総
務
財
政
文
教
委
員
会
の
所
管
事

務
調
査
報
告
書
か
ら
の
提
案
や
指
摘

事
項
で
、予
算
編
成
で
参
考
に
な
っ
た

点
を
聴
き
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　報
告
を
踏
ま
え
、検
証
体
制
の
改
善
、

活
動
低
下
団
体
の
整
理
統
合
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
実
施
。繰
越
金
を
精
査

し
、
減
額
な
ど
に
努
め
、
事
業
の
進
捗

も
確
認
し
、
交
付
す
る
こ
と
も
検
討
し

ま
す
。

◆
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◆
◆
◆
◆
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総
合
計
画
（
後
期
基
本
計

画
）

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
導
入
の
可
能

性平
成
29
年
度
予
算
編
成
と

中
長
期
財
政
計
画

恩
納
村
地
域
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
助
言
業
務
に
関
す

る
協
定
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　各
種
健
康
診
断
の
受
診
率
、
特
に

受
診
率
が
悪
い
「
が
ん
検
診
受
診
率
」

の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
平
成
27
年
度
実
績
、
特
定
健
診
受

診
率
が
41
・
１
％
、前
年
度
比
１
・
５
％

の
減
、が
ん
検
診
で
、胃
が
ん
検
診
6
・

6
％
、
前
年
度
比
１
・
７
％
の
増
。肺

が
ん
検
診
17
・
５
％
、
前
年
度
比
３
・

９
％
の
増
。大
腸
が
ん
検
診
14
・
５
％
、

前
年
度
比
３
・
１
％
の
増
。乳
が
ん
検

診
17
・
１
％
、
前
年
度
比
１
・
３
％
の

減
で
ご
ざ
い
ま
す
。子
宮
が
ん
検
診

24
・
０
％
、
前
年
度
比
１
・
７
％
の
増

で
あ
り
ま
す
。

　
　
保
健
指
導
を
積
極
的
に
推
進
し
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化

予
防
を
実
行
し
た
結
果
を
伺
い
ま
す
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
保
健
指
導
の
対
象
と
な
る
特
定
保

健
指
導
対
象
者
の
数
は
、
平
成
25
年

度
２
０
６
名
、
18
・
９
％
か
ら
、
平
成

27
年
度
の
１
５
２
名
、
15
・
４
％
へ
減

少
い
た
し
ま
し
た
。

　
　一方
、
受
診
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た

対
象
者
は
、
平
成
25
年
度
１
７
１
名
、

15
・
７
％
か
ら
、
平
成
27
年
度
の
１
７

１
名
、
17
・
３
％
へ
と
、
人
数
に
つ
い
て

は
特
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　本
村
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
該
当
者
や
予
備
軍
の
割
合
は
、

県
内
で
上
位
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、今
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
平
成
27
年
度
実
績
は
、
該
当
者
が

25
・
９
％
、
予
備
軍
が
15
・
７
％
、
合

計
41
・
６
％
と
な
って
お
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、沖
縄
県
の
平
均
が
36
・
３
％

で
あ
り
ま
す
。県
内
で
も
引
き
続
き
上

位
と
な
って
お
り
ま
す
。

　
　医
療
に
係
る
支
出
は
増
え
る
一
方

で
、
赤
字
補
塡
と
し
て一般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
国
民
健
康
保
険
の一
般
会
計
繰
入

金
の
状
況
は
、平
成
25
年
度
１
億
１
千

１
２
５
万
円
、平
成
26
年
度
１
億
７
千

４
５
２
万
７
千
円
、平
成
27
年
度
６
千

３
１
４
万
７
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　医
療
費
の
抑
制
を
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
後
発
薬
品
、通
称「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
」の
普
及
を
促
す
こ
と
で
、
抑
制

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
抑
制
効
果
が
高
い
、
糖
尿
病

性
の
腎
症
に
よ
る
透
析
治
療
、脳
梗
塞
、

心
筋
梗
塞
な
ど
の
患
者
を
、
減
ら
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　児
童
生
徒
の
生
活
習
慣
病
が
、
多

く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　村
内
の
児
童
生
徒
の
状
況
は
ど
う

で
す
か
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
村
の
児
童
生
徒
の
生
活
習
慣
病
の

状
況
は
、現
在
診
断
さ
れ
た
生
徒
が
１

名
お
り
ま
す
。

　
　
今
後
、そ
う
い
う
児
童
生
徒
生
活
習

慣
病
の
把
握
と
栄
養
指
導
も
含
め
て
、

各
学
校
の
栄
養
教
諭
、ま
た
、養
護
教

諭
と
検
討
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
商
工
観
光
課
は
、今
後
、村
内
の
企

業
が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
観
光
産

業
に
精
通
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
方
を
、民
間
や
国
、

県
か
ら
招
い
て
登
用
を
考
え
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
が
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
平
成
29
年
度
よ
り
商
工
係
、
観
光

係
に
分
け
た
業
務
体
制
で
、業
務
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
ま
た
、観
光
産
業
に
精
通
し
た
専
門

家
の
招
聘
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
後
、多

方
面
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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糸
数
　昭
　議
員

平
成
29
年
度
施
政
方
針

の
保
険
・
医
療
・
福
祉

児
童
生
徒
の
生
活
習
慣
病

商
工
・
観
光
業
の
振
興



　
　
行
政
区
で
立
ち
上
げ
た
自
主
防
災

組
織
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
今
、
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
組
織

と
し
て
機
能
す
る
の
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　独
自
で
避
難
訓
練
を
実
施
、
積
極

的
に
活
動
し
て
い
る
組
織
も
ご
ざ
い
ま

す
。

　
　十
分
機
能
す
る
か
と
い
う
と
、
不
十

分
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
　う
ま
く
機
能
す
る
よ
う
、
行
政
側

が
踏
み
込
ん
だ
指
導
、
助
言
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　行
政
が
主
導
に
な
って
、
各
行
政
区

の
強
化
を
図
って
い
き
た
い
。

　
　恩
納
村
全
域
を
対
象
と
し
た
防
災

訓
練
を
計
画
し
て
、
地
域
の
組
織
が

機
能
す
る
か
、検
証
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　９
月
に
、北
部
全
域
を
対
象
と
し
た

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　皆
さ
ん
参
加
し
て
頂
き
、組
織
の
重

要
性
を
認
識
し
て
頂
き
、自
主
防
災
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
　去
年
10
月
、
最
大
級
の
台
風
が
接

近
。恩
納
村
の
防
災
無
線
の
方
か
ら

避
難
場
所
と
し
て
、
各
公
民
館
の
案

内
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
仲
泊
公
民
館
の
現
状
、
柱
に
は
亀

裂
、
梁
や
天
井
部
に
も
ひ
び
、い
つ
倒

壊
す
る
か
も
し
れ
な
い
。危
険
除
去
の

観
点
か
ら
、
新
し
い
公
民
館
の
建
設

が
急
が
れ
る
。

　
　
冨
着
の
完
成
を
待
た
ず
に
、
公
民

館
の
建
設
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　災
害
時
に
備
え
る
た
め
に
も
、
早
急

な
施
設
整
備
が
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
。

　
　津
波
発
生
時
の
避
難
場
所
と
し
て

「
高
台
」と
考
え
ま
す
。

　
　
最
短
距
離
で
あ
る
里
道
、一部
勾
配

が
き
つ
く
、
安
易
に
登
れ
な
い
。各
地

域
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
各
地
域
の
避
難
経
路
を
検
証
し
、

階
段
等
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
で
緊
急

に
整
備
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　地
権
者
の
合
意
形
成
が
得
ら
れ
れ

ば
、
階
段
等
、
設
置
は
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
村
内
の
道
が
狭
く
、
消
防
車
両
が

入
れ
ず
、
消
火
に
支
障
を
来
す
箇
所

が
各
地
域
に
見
ら
れ
ま
す
。「
火
災
は
、

初
期
消
火
が一番
」、
自
主
財
源
の
あ

る
区
は
、
自
前
で
消
火
栓
を
設
置
し

て
い
る
。

　
　
財
源
の
な
い
地
域
は
、村
の
方
で
設

置
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　補
助
金
等
を
活
用
し
、
ボ
ッ
ク
ス
型

の
簡
易
消
火
栓
の
設
置
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
嘗
て
は
、
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い

た
「
県
民
の
森
」。施
設
の
老
朽
化
や

娯
楽
の
多
様
化
等
で
、
集
客
数
は
以

前
と
比
べ
減
少
し
て
い
る
。

　
　
１
８
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
広
大

な
村
有
地
、恩
納
村
で
整
備
し
、北
部

地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
ら
れ
な
い
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　平
成
28
年
度
に
、沖
縄
県
に
再
整
備

の
要
望
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
　隣
接
し
ま
す
名
嘉
真
区
、
安
富
祖

区
、喜
瀬
武
原
区
の
活
性
化
に
繋
が
る

様
な
施
策
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。
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議　会　だ　よ　り 10第132号（平成29年5月19日）

大
城
　保
　議
員

防
災
計
画

県
民
の
森
の
利
活
用

勾配のきつい仲泊区の避難路（里道）

恩
納
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
簡
易
消
火
栓

議　会　だ　よ　り11 （平成29年5月19日）第132号

　
　

　
　
民
泊
事
業
の
村
の
現
状
、
問
題
点

も
提
起
さ
れ
、制
度
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

の
部
分
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
、リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
運
営
に
も
懸
念
さ

れ
る
が
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
村
内
の
民
泊
事
業
の
実
態
は
、現
時

点
で
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
業
者
の

苦
情
、ご
み
問
題
、騒
音
も
含
め
て
、苦

情
も
何
件
か
寄
せ
ら
れ
て
い
る
状
況
も

あ
り
、
方
策
は
、
国
で
無
許
可
営
業
に

対
す
る
罰
則
の
強
化
を
折
り
込
ん
だ
、

旅
館
業
法
の
改
正
案
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　
　
今
後
は
、
実
態
把
握
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
　
村
内
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振

興
条
例
の
制
定
、
商
工
会
と
連
携
し
、

審
議
会
で
つ
く
り
上
げ
施
行
さ
れ
て

い
く
中
で
、商
工
観
光
課
と
し
て
、ど

の
よ
う
に
携
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
中
小
企
業
、小
規
模
企
業
の
振
興
に

関
す
る
基
本
事
項
を
定
め
、地
域
活
性

化
を
目
的
と
し
、
村
内
に
仕
事
を
つ
く

る
と
いっ
た
施
策
的
な
部
分
で
、
商
工

業
発
展
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
５
年
の
行
動
計
画
で
、
連
携
し
た

事
業
は
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
村
は
、産
業
協
力
強
化
法
に
基
づ
く

創
業
支
援
、国
か
ら
認
定
を
受
け
て
お

り
、
村
内
の
事
業
所
が
第
二
創
業
と
い

う
考
え
の
方
々
に
支
援
し
、
事
業
を
掘

り
起
こ
し
て
い
き
た
い
。

　
　
観
光
振
興
で
の一
括
交
付
金
事
業
、

ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
恩
納
村
観
光
物
産
展
、
多
言
語
ナ

ビ
マッ
プ
、旅
の
案
内
人
、美
ら
海
花
火

大
会
、何
れ
の
事
業
も
、知
名
度
向
上

及
び
安
定
的
な
観
光
地
経
営
に
寄
与

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
10
周
年
記

念
、伺
い
ま
す
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
今
年
２
月
、
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
か

ら
役
員
が
来
ま
し
て
、
意
見
交
換
し
、

こ
れ
か
ら
詳
細
は
詰
め
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
。

　
　
村
内
の
ホ
テ
ル
関
係
者
か
ら
若
者

の
離
職
、
求
人
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、

職
員
や
パ
ー
ト
の
雇
用
確
保
で
、
問

題
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　
　
村
長
の
見
解
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
村
内
ホ
テ
ル
、人
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
。

　
　
Ｇ
Ｍ
会
と
意
見
交
換
し
、人
手
不
足

を
解
消
し
、
仕
事
づ
く
り
、
雇
用
確
保

を
進
め
た
い
。

　
　
10
年
間
の
事
業
が
終
了
し
、
新
年

度
か
ら
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
想
定

で
の
事
業
計
画
等
は
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
９
条
交
付
金
で
の
計
画
が
色
々
ご

ざ
い
ま
す
、
そ
の
事
業
の
優
先
順
位
を

考
え
、事
業
に
充
て
て
い
き
た
い
。

　
　
三
連
協
の
要
請
行
動
、
今
後
ど
の

よ
う
に
お
考
え
な
の
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
再
編
交
付
金
に
関
す
る
要
請
行
動
、

今
後
も
三
連
協
、３
町
村
、３
議
長
、一

緒
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

　
　
事
業
実
施
に
向
け
始
動
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
現
在
、
教
育
委
員
会
ま
た
は
県
関

係
先
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
進
捗
、ま

た
新
年
度
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
か

れ
る
の
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
現
在
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
、

村
内
の
経
営
者
等
と
意
見
交
換
し
、

企
業
が
求
め
て
い
る
人
材
と
か
、
諸
々

の
話
も
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
　
県
と
は
整
備
関
係
を
調
整
し
、新
年

度
は
用
地
購
入
、実
施
設
計
等
を
行
っ

て
い
く
。平
成
30
年
、31
年
は
、校
舎
等

建
築
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
経
験
や
教
科
等
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
教
職
員
の
配
置
を
要
望
し

て
、
体
制
を
充
実
さ
せ
、
構
築
し
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
統
合
に
よ
る
将
来
の
子
供
た
ち
、

教
育
長
の
思
い
は
。

　
　
教
育
長
　石
川
哲
夫

　
　
子
供
た
ち
が
順
調
に
伸
び
、義
務
教

育
を
通
し
て
社
会
に
通
用
す
る
子
供

た
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
教
育
行

政
の
使
命
と
思
う
。

　
　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
、
子
供
た
ち

の
教
育
に
は
鋭
意
進
め
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
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大
城
　堅
三
　議
員

商
工
、
観
光
業
の
振
興

行
財
政
運
営
の
充
実

教
育
行
政



　
　
平
成
29
年
度
が
初
年
と
な
る
、
後

期
基
本
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
も
、
前
期
基
本
計
画
で
取
り
上

げ
た
施
策
の
事
業
評
価
を
行
う
こ
と

は
、大
変
重
要
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
前
期
基
本
計
画
の
評
価
を
、
お
聴

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
①
教
育
文
化
で
、計
画
ど
お
り
が
教

育
の
充
実
。進
ん
で
い
な
い
が
文
化
振

興
。②
保
健
・
医
療
・
福
祉
で
、
計
画

ど
お
り
が
高
齢
者
福
祉
の
推
進
。進
ん

で
い
な
い
が
地
域
福
祉
推
進
。③
産
業

経
済
で
、計
画
ど
お
り
が
商
工
観
光
業
。

進
ん
で
い
な
い
が
農
業
の
振
興
。④
生

活
環
境
で
は
、計
画
ど
お
り
が
自
然
環

境
景
観
の
保
全
育
成
、
進
ん
で
い
な
い

が
生
活
環
境
の
充
実
。

　
　
施
政
方
針
で
山
田
城
跡
の
保
存
、

活
用
に
取
り
組
む
と
、
３
年
に
ま
た

が
り
宣
言
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
活

用
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
社
会
教
育
課
長
　大
城
保
篤

　
　
山
田
城
跡
、村
有
地
２
筆
で
、民
有

地
が
45
筆
。早
目
に
公
有
地
に
持
っ
て

い
く
と
い
う
部
分
が
、
最
初
の
取
り
組

み
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
、
山
田
区
の

評
議
員
に
大
分
お
叱
り
も
受
け
ま
し

た
。

　
　
今
後
は
、
公
有
地
化
を
進
め
て
、
活

用
方
針
も
確
定
し
ま
す
。

　
　
万
座
毛
で
す
が
、
数
年
前
ま
で
は
、

村
が
管
理
し
て
除
草
を
行
っ
て
い
た

が
、近
年
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
現
在
の
万
座
毛
の
状
況
が
、
方
針

で
取
り
上
げ
た
保
存
な
の
で
し
ょ
う

か
。

　
　
社
会
教
育
課
長
　大
城
保
篤

　
　
確
か
に
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
そ

の
区
域
内
は
、県
教
育
委
員
会
の
許
可

が
必
要
。「
ア
ダ
ン
の
林
化
」と
い
う
部

分
を
ど
う
に
か
対
応
で
き
な
い
か
。外

来
種
に
つ
い
て
は
、
村
の
判
断
で
実
施

で
き
な
い
か
、今
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
健
康
診
査
や
、
が
ん
検
診
に
掛
か

る
自
己
負
担
額
の
軽
減
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

　
　
福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
平
成
29
年
度
よ
り
、特
定
健
診
、が

ん
検
診
は
、自
己
負
担
額
を
無
料
化
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
最
終
目
標
は
受
診
率
を
向
上
さ
せ
、

病
気
の
予
防
と
早
期
発
見
に
よ
る
医

療
費
の
削
減
を
図
り
、
村
民
の
健
康

に
寄
与
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
　
受
診
し
や
す
い
環
境
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
マ
イ
ペ
ー
ス
健
診
の
契
約
医
療
機
関

を
、
現
在
の
５
カ
所
か
ら
６
カ
所
に
増

や
し
ま
す
。

　
　
39
歳
以
下
の
方
々
も
、個
別
健
診
を

導
入
し
、
こ
れ
ま
で
集
団
検
診
で
し
か

受
診
で
き
な
か
っ
た
基
本
健
診
は
、
県

医
師
会
に
加
入
す
る
全
て
の
医
療
機

関
で
受
診
で
き
る
よ
う
、
準
備
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
防
災
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、
市
町
村
は
地
域
の
特
性
を
踏

ま
え
、
最
大
被
害
想
定
に
基
づ
い
た

減
災
目
標
を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
ま
す
。

　
　
本
村
の
減
災
目
標
を
、
お
聴
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
恩
納
村
は
現
在
、減
災
目
標
と
い
う

数
字
を
設
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
村

防
災
計
画
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

「
何
を
重
点
的
に
実
行
す
れ
ば
、
死
亡

者
を
削
減
で
き
る
か
」
と
い
う
部
分
を

考
え
て
、実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
　
最
大
被
害
想
定
に
基
づ
い
た
、
減

災
目
標
を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。

　
　
村
の
減
災
目
標
を
、
立
て
る
予
定

は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

　
　
恩
納
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
今
後
、
立
て
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
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議　会　だ　よ　り 12第132号（平成29年5月19日）

佐
渡
山
　明
　議
員

平
成
29
年
度
の
施
政
方

針
の
中
か
ら
、具
体
的
に

施
策
を
伺
う

山
田
城
跡
と
、万
座
毛
に

つ
い
て
伺
う

健
康
づ
く
り
の
促
進
に
つ

い
て
伺
う

地
域
防
災
の
推
進
に
つ
い
て

万座毛の現状

議　会　だ　よ　り13 （平成29年5月19日）第132号

　
　認
可
保
育
園
が
開
園
し
、
保
育
環

境
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
が
、現
状
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
村
立
恩
納
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
定

員
に
若
干
の
空
き
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
家
庭
的
保
育
事
業
は
、定
員
に
達
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
認
可
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
定
員
に

空
き
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
本
村
の
待
機
児
童
の
解
消
は
な
さ

れ
た
か
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
平
成
29
年
度
に
つ
い
て
は
、
待
機
児

童
は「
ゼ
ロ
」と
な
って
お
り
ま
す
。

　
　
隠
れ
待
機
児
童
の
存
在
に
つ
い
て
、

把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
空
き
待
ち
の
児
童
に
つ
い
て
安
富
祖

保
育
所
３
名
、恩
納
保
育
所
５
名
、山

田
保
育
所
１
名
で
す
。

　
　
村
立
保
育
所
の
民
営
化
に
、
影
響

す
る
の
か
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
保
育
施
設
環
境
の
変
化
が
生
じ
て

い
る
。

　
　
村
立
保
育
所
民
営
化
も
含
め
て
、

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
沿
道
等
除
草
対
策
事
業
の
進
捗
状

況
と
推
進
体
制
は
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
村
内
14
カ
所
を
重
点
地
区
と
し
て
、

１
日
４
時
間
程
度
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
各
事
業
所
の
前
、
住
居
前

の
道
路
は
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

恩
納
村
沿
道
等
美
化
活
動
参
加
取
組

合
意
書
を
交
わ
し
て
、１
年
間
を
通
し

て
実
施
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。

　
　
ま
た
、
財
政
的
な
支
援
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
等
の
基
金
も
活
用
し
て
い

き
た
い
。

　
　
観
光
協
会
の
運
営
に
つ
い
て
、ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

　
　商
工
観
光
課
　宮
平
　覚

　
　
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
「
恩
納
村
」の
知

名
度
向
上
と
、
村
内
ホ
テ
ル
の
稼
働
率

の
向
上
を
通
じ
て
、
村
経
済
の
発
展
に

寄
与
で
き
て
い
る
。

　
　
村
に
お
い
て
も
連
携
を
強
化
し
て
、

観
光
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
現
在
、
万
座
毛
管
理
計
画
を
策
定

中
で
、
現
地
調
査
も
や
っ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
新
た
に
天
然
記
念
物
に
該

当
す
る
よ
う
な
、
動
植
物
が
発
見
さ

れ
た
か
。

　
　社
会
教
育
課
長
　大
城
保
篤

　
　
新
種
の
部
分
の
報
告
は
、
あ
り
ま
せ

ん
。

　
　
雑
草
の
除
去
は
で
き
な
い
か
。

　
　社
会
教
育
課
長
　大
城
保
篤

　
　
文
化
財
保
護
審
議
委
員
、
保
存
管

理
計
画
委
員
か
ら
も
、意
見
と
し
て
上

が
って
お
り
ま
す
。

　
　
そ
れ
を
受
け
て
県
の
方
に
申
し
入
れ

し
て
、
見
苦
し
く
な
い
状
況
を
目
指
し

て
、検
討
し
て
参
り
ま
す
。
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平
良
　幸
夫
　議
員

子

育

て

環

境

観

光

振

興

文
化
財
の
保
護
と
活
用

アダンの林化の現状万座毛の現状



議　会　だ　よ　り 14第132号（平成29年5月19日）

　
　
村
は
昔
パ
イ
ン
の
産
地
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
減
少
し
て
い
る
。近
年
は

果
樹
用
パ
イ
ン
と
し
て
、
県
外
出
荷

や
道
の
駅
等
で
販
路
が
拡
大
し
て
い

る
。

　
　
施
政
方
針
で
も
試
験
栽
培
を
行
い
、

産
地
化
に
向
け
て
取
り
組
む
と
あ
る

が
、農
家
へ
の
苗
の
供
給
計
画
が
あ
れ

ば
、お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　今
年
度
、沖
縄
県
強
い
農
業
づ
く
り

推
進
等
補
助
金
・
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
振

興
対
策
推
進
事
業
を
活
用
し
て
、ま
ず

は
展
示
圃
の
設
置
、早
け
れ
ば
平
成
30

年
度
に
は
、
農
家
に
苗
が
配
布
で
き
る

取
り
組
み
で
進
め
て
い
る
。

　
　村
に
、
40
歳
未
満
の
後
継
者
は
何

名
い
ま
す
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　農
家
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
中
で
20

歳
以
上
、
39
歳
以
下
の
農
業
従
事
者
、

現
在
22
名
の
後
継
者
が
い
ま
す
。

　
　約
46
％
が
、
喜
瀬
武
原
区
に
い
る
状

況
。

　
　村
の
農
業
後
継
者
の
た
め
再
結
成

は
必
要
で
は
。技
術
研
修
会
、
先
進
地

視
察
研
修
、本
土
と
海
外
、畜
産
業
者

交
流
会
、
他
市
町
村
や
異
業
種
間
交

流
、
村
行
事
へ
の
参
加
、
村
行
政
と
し

て
ど
う
お
考
え
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　こ
れ
か
ら
青
年
農
家
後
継
者
の

方
々
が
、
農
業
を
牽
引
し
て
い
く
重
要

な
役
目
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　要
望
が
あ
れ
ば
、
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
。

　
　事
業
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た
い
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
予
算
の
位
置
付

け
で
、創
設
さ
れ
た
事
業
で
す
。

　
　ま
ず
地
域
で
同
じ
品
目
、
例
え
ば

「
小
菊
」、
生
産
高
の
10
％
ア
ッ
プ
、
若

し
く
は
生
産
コ
ス
ト
を
10
％
削
減
何
れ

か
の
目
標
を
立
て
、
地
域
全
体
の
80
％

が
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
取
り
組
み

内
容
で
、
農
業
機
械
の
リ
ー
ス
事
業
で

簡
易
ハ
ウ
ス
資
材
に
対
し
て
の
助
成
金

で
す
。

　
　こ
の
目
標
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
は
、

国
に
対
し
て
報
告
義
務
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　村
で
、事
業
導
入
で
き
な
い
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　地
域
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
れ
ば
、

我
々
の
方
と
し
て
は
、
積
極
的
に
推
進

し
て
い
き
た
い
。

　
　現
在
の
進
捗
状
況
、要
請
行
動
は
。

　
　
建
設
課
長
　大
城
　学

　
　岩
石
の
除
去
に
つ
い
て
も
、
沖
縄
県

河
川
課
北
部
土
木
事
務
所
、
喜
瀬
武

原
区
長
、恩
納
村
、米
軍
不
動
産
部
の

立
ち
会
い
の
も
と
、
現
地
踏
査
を
行
い
、

岩
石
の
除
去
に
つ
い
て
要
請
し
て
お
り

ま
す
。

　
　下
流
の
岩
石
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
米
軍
不
動
産
部
と
協
議
し
、実
施
に

向
け
対
応
し
て
い
く
と
の
報
告
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

　
　村
の
観
光
、安
富
祖
校
区
の
産
業
・

観
光
へ
の
貢
献
、旧
ブ
ロ
イ
ラ
ー
跡
地

の
開
発
、県
民
の
森
の
利
活
用
、金
武

地
区
消
防
の
救
急
体
制
の
迅
速
化
の

確
立
、
金
武
町
の
観
光
へ
の
貢
献
、
国

道
３
２
９
号
交
通
停
滞
の
緩
和
、キ
ャ

ン
プ
ハ
ン
セ
ン
職
員
の
職
場
へ
の
交
通

の
停
滞
緩
和
な
ど
、
恩
納
村
と
金
武

町
が
、
要
請
行
動
を
強
力
に
推
し
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
建
設
課
長
　大
城
　学

　
　今
後
は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェン

ジ
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
金
武
町
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
要
請
活
動
を

行
って
い
き
た
い
。
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外
間
　勝
嘉
　議
員

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

喜
瀬
武
原
冠
水
被
害

パ
イ
ン
の
生
産
振
興

恩
納
村
青
年
農
業
ク
ラ
ブ

の
再
結
成

県
道
１
０
４
号
線
か
ら
高

速
道
路
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

多雨時のオククビ川の冠水被害状況
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　地
域
支
援
事
業
に
係
る
生
活
支
援
、

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
、
法
改
正
を
見

据
え
た
当
該
事
業
の
進
捗
状
況
を
伺

い
た
い
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
平
成
28
年
度
か
ら
市
町
村
事
業
と

し
て
通
所
介
護
や
訪
問
看
護
等
、介
護

予
防
、生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
含

め
て
、事
業
を
展
開
し
て
ま
す
。

　
　
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
、
現
行

相
当
の
サ
ー
ビ
ス
及
び
通
所
型
サ
ー
ビ

ス
Ａ
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
そ
の
他
に
、一般
介
護
予
防
事
業
、在

宅
医
療
、
介
護
連
携
推
進
事
業
も
併

せ
て
実
施
し
ま
す
。

　
　
保
険
料
の
均
一
賦
課
に
向
け
て
動

き
が
あ
り
ま
す
。懸
念
す
る
事
項
は

あ
り
ま
す
か
。

　
　恩
納
村
の
保
険
料
の
ラ
ン
ク
と
、そ

れ
に
係
る
考
え
方
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
本
村
は
、
保
険
料
が
最
も
高
い「
３

ラ
ン
ク
」に
該
当
し
て
お
り
ま
す
。要
因

と
し
て
、
介
護
保
険
料
の
認
定
率
や
、

１
人
当
た
り
の
給
付
が
高
い
た
め
と
考

え
て
ま
す
。

　
　
こ
の
原
因
の
状
況
を
改
善
す
る
に

は
、
支
援
事
業
を
充
実
さ
せ
る
。ど
う

い
う
方
向
性
を
見
出
し
て
い
ま
す
か
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　
介
護
を
受
け
る
前
に
、予
防
の
事
業

を
継
続
し
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。そ
の
こ
と
に
よ
って
、
介
護
料

の
負
担
の
軽
減
に
な
る
か
と
考
え
て
ま

す
。

　
　
人
材
育
成
に
係
る
、
村
独
自
の
継

続
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
今
現
在
、
村
独
自
の
継
続
し
た
教

育
シ
ス
テ
ム
は
、プ
ラ
ン
化
さ
れ
て
ま
せ

ん
。

　
　
人
材
育
成
の一つ
と
し
て
、今
年
度
よ

り
村
内
事
業
所
の
代
表
者
と
意
見
交

換
を
開
催
し
、
企
業
が
ど
の
よ
う
な
人

材
を
求
め
て
い
る
か
、
学
校
の
中
で
ど

の
よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
欲
し
い
か
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
学
校
支
援
本
部
事
業
の
活
動
内
容

と
実
績
を
伺
い
ま
す
。

　
　社
会
教
育
課
長
　大
城
保
篤

　
　
学
校
支
援
事
業
の
企
画
実
施
及
び

推
進
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配

置
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
作
成
及
び

学
校
支
援
事
業
の
普
及
啓
発
。

　
　
実
績
と
し
て
は
、
平
成
28
年
度
、
日

数
19
日
、人
数
46
人
で
す
。

　
　
商
業
的
民
泊
に
つ
い
て
、近
隣
住
民

か
ら
の
苦
情
は
あ
る
か
。そ
し
て
、
無

許
可
施
設
へ
の
対
応
は
、適
宜
実
施
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
夜
間
に
お
け
る
騒
音
に
対
し
て
３
件

寄
せ
ら
れ
て
ま
す
。

　
　
無
許
可
施
設
に
対
す
る
対
応
に
つ
い

て
、
許
認
可
を
含
め
て
実
態
が
掴
め
て

い
な
い
こ
と
も
あ
り
、実
施
で
き
て
い
な

い
。

　
　
無
許
可
施
設
に
対
す
る
罰
則
強
化

を
盛
り
込
ん
だ
、旅
館
業
法
の
改
正
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
現
況
把
握
、

ま
た
、苦
情
等
に
対
す
る
対
策
を
強
化

し
て
い
き
た
い
。

　
　
米
軍
用
地
共
同
使
用
に
係
る
協
定

書
の
内
容
、
米
軍
用
地
内
の
ヘ
リ
パ
ッ

ト
の
総
数
と
、
設
置
場
所
を
把
握
し

て
い
る
の
か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
施
設
は
８
施
設
、協
定
書
の
内
容
と

し
て
は
、
使
用
の
期
間
終
了
は
軍
用
地

の
返
還
、米
軍
、日
本
政
府
、使
用
者
の

同
意
に
よ
る
。

　
　
ま
た
原
則
、
維
持
管
理
は
使
用
者
。

そ
の
中
で
、
ダ
ム
で
の
訓
練
の
実
施
は

可
能
。そ
の
他
、
消
火
等
の
訓
練
に
よ

る
貯
水
池
の
水
の
無
料
使
用
が
あ
り

ま
す
。

　
　企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
ヘ
リ
パッ
ト
の
総
数
は
、
キ
ャ
ン
プ
・

ハ
ン
セ
ン
内
に「
レ
ン
ジ
７
」「
当
袋
川
ダ

ム
」「
恩
納
ダ
ム
」近
く
に
３
カ
所
で
す
。

　
　
嘉
手
納
弾
薬
庫
に
は
、ヘ
リ
パ
ッ
ト

は
な
い
の
で
す
か
。

　
　企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　
嘉
手
納
弾
薬
庫
に
つ
い
て
、
ヘ
リ
の

訓
練
が
多
数
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。ヘ
リ

の
着
陸
帯
、確
認
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質 質

質質

質質

質質 答答答

答

答

答

答 答答

介
護
に
係
る
諸
問
題

教

育

行

政

米
軍
用
地
の
共
同
使
用
等

商
業
的
民
泊
・
修
学
旅
行

民
泊

吉
山 

盛
次
郎
　議
員
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安
富
祖
ダ
ム
工
事
現
場
に
お
い
て
「
銃
弾

ら
し
き
物
」
が
発
見
さ
れ
る
と
い
う
、
非
常

に
深
刻
で
、
人
命
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
は

近
隣
住
民
、
恩
納
村
民
に
大
き
な
衝
撃
と
恐

怖
を
与
え
た
。

　
今
回
の
被
弾
場
所
は
、
安
富
祖
区
集
落
ま

で
数
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
あ
る
。

　
16
日
（
日
）
に
報
告
を
受
け
た
村
議
会

は
、
翌
17
日
に
「
基
地
問
題
対
策
委
員
会
」

を
緊
急
招
集
し
、
情
報
収
集
お
よ
び
事
実
確

認
を
行
い
、
今
後
の
議
会
行
動
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

　
21
日
、
26
日
に
開
催
さ
れ
た
同
委
員
会
に

お
い
て
、
村
関
係
部
局
か
ら
資
料
提
供
と
状

況
報
告
を
受
け
、
緊
急
時
の
体
制
・
対
応

（
危
機
管
理
）
を
再
確
認
し
た
。

　
今
回
の
事
件
発
生
か
ら
報
告
ま
で
、
緊
急

時
の
危
機
体
制
が
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と

が
、
村
民
に
不
安
を
与
え
た
要
因
の
ひ
と
つ

で
も
あ
る
。

　
工
事
を
再
開
す
る
に
あ
た
り
、
工
事
現
場

の
確
実
な
安
全
確
保
は
勿
論
の
事
、
地
元
で

あ
る
安
富
祖
区
民
の
安
心
・
安
全
を
し
っ
か

り
確
保
し
、
地
域
住
民
の
不
安
を
払
拭
す
る

た
め
に
も
、
迅
速
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

を
強
く
申
し
入
れ
た
。

　
被
弾
事
件
が
全
容
解
明
さ
れ
て
い
な
い
中

で
、
今
回
の
工
事
再
開
で
あ
り
、
村
議
会
と

し
て
は
村
民
の
生
命
・
財
産
を
断
固
と
し
て

守
る
立
場
か
ら
、
原
因
究
明
と
再
発
防
止
を

強
く
求
め
、
引
き
続
き
行
動
し
て
い
く
。

不安と恐怖を与えた「流弾事件」発生！！

担当　山田　政幸

作業員が、タンクに刺さった「銃弾らしき物」を発見。
工事現場責任者は米軍施設内での工事であり、水タンクは他の現場でも使用されていた
ことから、事実関係がはっきりしないため、米軍不動産部に連絡をした。
明日、「銃弾らしき物」の回収に向かうとの報告を受けた。
米軍不動産専門官が「銃弾らしき物」を回収。
米軍不動産専門官よりレンジコントロール（訓練施設管理事務所）に確認したところ、「現場
周辺の演習で使用している銃弾ではない」との報告を受ける。
※　施工者は現場周辺の状況、銃弾の角度から本現場で被弾したものではなく、作業上安
全が確保できるものと判断し、4月14日の工程会議にて恩納村ダム事務所に報告予定で
あった。
作業終了後、工事用車両の助手席側側面に「弾痕らしき傷」を発見。
作業員数名で車両周辺を捜索し、約６ｍ離れた場所で「銃弾」を発見した。
不動産専門官に連絡したが不在。その後、明日、現場に伺うとの報告を受ける。
在沖キャンプ・ハドラー施設技術部関係者２名、レンジコントロール関係者３名、工事現場責
任者にて現場検証を行う。
役場監督員は4月6日・13日の被弾の件を、工事現場責任者から報告を受け、15:00に村
長へ状況説明を行う。
石川警察署職員3名、16:10沖縄防衛局2名、在沖米海兵隊犯罪捜査官を含め状況確認。
副村長・建設課長より安富祖区長へ状況報告。

【事件発生からの経緯と概略】
被弾した水タンク 被弾した工事車両

日　付 時間
4/6

4/7

4/13

4/14

14：00
14：20

14：40
10：00
15：40

17：15

17：34
9：45

13：00

15：50
16：45

対応状況など
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６月定例会のご案内

４月より事務局職員が変りました！！
主事　仲間　美央

　６月定例会は、６月１２日（月）から２２日（木）までの間で会期を予定しております。
　なお、会期や一般質問の日程については、議会運営委員会において決定されることから、詳
しいことにつきましては議会事務局（☎９６６－１１９９）までお問い合わせください。
　皆様の傍聴を、心よりお待ちしております。

いよいよ「議会中継」がスタートします！！
　村議会は、定例会や臨時会の本会議における審議の模様を、インターネットを介し「ライブ中
継」や「録画映像」を配信し、パソコン・スマートフォン・タブレット端末等で、視聴する準備を進め
ております。
　今後は、仕事など都合により、議場で傍聴することができなかった方も、自宅や出先でも気
軽に視聴することができるようになります。
　つきましては、配信開始日の確定後、村ホームページ、広報誌などを通じてお知らせ致しま
すので、ご活用いただけると幸いに存じます。
　なお、中継映像閲覧サイトについては、村ホームページ内の「村議会」の中にリンクを張り付
ける予定でございます。

恩納村議会議員　一同

　この度、村民課より異動になりました、塩屋区出身の仲間
美央です。
　議会の運営をしっかり支えられるよう、真摯に取り組んで
いきます。
　どうぞよろしくお願いします。

なかま　　   みお

　
慌
し
い
４
月
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、

新
年
度
を
迎
え
早
１
ヶ
月
、
真
赤
な
デ
イ
ゴ

の
花
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
咲
き
は
じ
め
、
夏

の
到
来
を
告
げ
て
い
ま
す
。

　
新
入
生
、
新
社
会
人
や
異
動
さ
れ
た
方

も
、
そ
ろ
そ
ろ
新
た
な
環
境
に
も
馴
れ
て
き

た
か
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
29
年
３
月
定
例
会
で
は
、
過

去
最
高
額
と
な
る
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
議

会
に
よ
る
慎
重
審
議
の
結
果
、
可
決
承
認
し

ま
し
た
。

　
議
会
と
し
て
、
今
年
度
の
大
型
予
算
が
無

駄
の
な
い
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
有
効
か

つ
、
適
正
に
予
算
執
行
さ
れ
て
い
る
か
注
視

し
、
今
後
と
も
村
民
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
「
村
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
念
頭
に
、
議

会
活
動
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
年
度
初
め
の
議
会
だ
よ
り
発
刊
に
あ
た

り
、
表
紙
に
は
３
月
26
日
に
行
わ
れ
た
谷
茶

区
民
念
願
の
「
谷
茶
前
節
」
歌
碑
、
除
幕
式

で
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
、
ま
た
恩
納
村
を
訪
れ
る
国
内
外
の
観
光

客
が
「
谷
茶
前
節
」
の
歌
に
、
親
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
記
事
掲
載
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
谷
茶
区
長
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
村
民
目
線
に
立
ち
、
興
味
が

も
て
る
広
報
誌
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。 編

集
後
記

編
集
長
　山
田
　政
幸
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議会の動き
２月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

防風林植樹祭（役場下駐車場隣り：
議長）
サムスンライオンズ春季キャンプ歓
迎セレモニー（赤間ボールパーク：議
長ほか）
佐久川（宮國）次男「現代の名工」認
定祝賀会（ムーンビーチ：議長）
沖縄県町村議会議長会定期総会（自
治会館：議長）
沖縄県町村議会議員研修会（南風原
町）
三星ライオンズ歓迎交流会（リザン：
議長）

第８回３月定例会開会（～3／２２）
第８回３月定例会・現地踏査
第８回３月定例会本会議・一般質問
（６名）
第８回３月定例会本会議・一般質問
（４名）

議会広報委員会第１回編集会議
基地問題対策委員会
「米軍キャンプ・ハンセン内安富祖ダ
ム工事現場での米軍によるものと見
られる流れ弾について」第１回審議
議会広報委員会第２回編集会議

9日

13日

17日

21日

23日

26日

6日
7日
14日

15日

12日
17日

19日

21日

24日

26日

27日

2日
10日

11日

19日

基地問題対策委員会
「米軍キャンプ・ハンセン内安富祖ダ
ム工事現場での米軍によるものと見
られる流れ弾について」第２回審議
経済建設民生委員会「所管事務調
査」
議会広報委員会第３回編集会議
基地問題対策委員会
「米軍キャンプ・ハンセン内安富祖ダ
ム工事現場での米軍によるものと見
られる流れ弾について」第３回審議・
申入書作成
基地問題対策委員会・村当局へ申入
書提出

議会広報委員会第４回編集会議
議会広報委員会第５回編集会議
北部地区市町村議会理事会・総会・
研修会（コミセン・議長）
町村議長会常任委員会長・副委員長
実務研修会（自治会館）
議会だより「うんな№１３２」発行

５月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
村長へ申入書提出（村長室）


